
被災地へ
被災地へ身元確認作業協力へ参加した際に撮影



宮城県防災対策庁舎の鉄骨３階建て１５．５ｍの屋上２ｍまで津波

指定避難所だった

歯科保健医療活動協力のための現地での様子



2016年発生の熊本地震では亡くなった270人中、215人が災害関連死と
して認定されています。
・慣れない避難所生活で肺炎状態になり死亡した人
・エコノミークラス症候群の疑いで死亡した人 （出典：内閣府公式サイト）

避難所での口腔衛生管理を充分行うことが誤嚥性肺炎等による災害関連死を防止する重要な方法です。

避 難 所(朝・昼食:パンとカップ麺、夕食:配給なし)





現地では水はとても貴重で、うがい用のコップに入った水で
うがいをしてもいいのかと聞かれることもあった。

被災地にて診療バスでの歯科医療保健活動の様子



実際に身元確認作業に当たった歯科医師の手記

歯科所見による身元判明率は指掌紋やＤNA型によるものより高かった。



への準備

徳島県歯科医師会は、大規模災害が起きても医療連携体制を提供できるように整備しています。

南部（阿南）、東部（歯科医師会）、西部（美馬）にポータブルユニット、発電機、

ポータブルレントゲン等の設備を整えています。



阪神淡路大震災における災害関連死（約5000人）死因別割合

肺炎の内、大部分は
誤嚥性肺炎

災害時の歯科の大きな役割は、
応急処置後の誤嚥性肺炎予防による
災害関連死の予防である、
と考えます。



実際に身元確認作業に当たった歯科医師の手記

警察官と歯科医師共同での
身元確認作業訓練の様子
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